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REPORT
■予算書 
支出予定額 板合わせ造船費 600,000

FRP塗装費 50,000
櫂制作費 10本 50,000
ライフジャケット10着 70,000
保管シート＆ロープ 30,000

計 800,000

収入見込み額 こしじ水と緑の基金から 300,000
8月までの寄金 54口 54,000
つうくりルネッサンスから寄金 100,000
★寄金お願い分 346,000

 
 

　 あなたも船主に！ 川舟「板合せ」基金のお願い 
　　＝老船頭師から未来の船頭師のこどもたちへつなぐ舟＝ 

　一口・1,000円を同封の振り込み用紙で振り込んで 
頂ければ幸いです。何口でもうれしいです。 

郵便口座名義：「新潟水辺の会　00640-5-12015」 

NPO法人 新潟水辺の会 
事務局： 〒950-0024

新潟市河渡2-2-8
TEL.FAX 025-270-9207

担当： 相楽　 治ＳＡＧＡＲＡ　osamu
携帯：090-4010-4313
Ｅ－ｍａｉｌ：osagara@seagreen.ocn.ne.jp

9月１日現在、建造とＦＲＰ塗装が終わり活用直前。もう少し資金が不足しています。ご協力願います。
寄付者は船主として特別なものはありませんが”川再生の舟”の応援者として記録されます。 
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開会式まえの腹ごしらえ開会式まえの腹ごしらえ 開会式のようす開会式のようす 

 

全部の紙芝居が終わらないうちに「無情のベ 
ル」 で途中ストップ、 大人も子どもも区別があ 
りません。  
この後が、 審査員から質問 「お菓子が一番楽し 
みだったと発表したけど、川に何を提案した 
の」に回答できず硬直。 [かわいそうだけど引 
率者は助け舟が出せません ] 
それでも、なんとかきりぬけて、審査では  
・子どもがいきいきする川にしてほしい  
・十年後がたのしみです  
・ぼくらが主役の川にしてほしい  などの  
意見がだされ、予選 G グループ 7 団体の 4 番 
目で、上位 2 団体が二次審査に推薦されまし 
た。  

平成 14年 7月 13日 14日  国立オリンピック記念青少年総合センターで行われた 第5回 

「川の日」「川の日」 ワークショップワークショップ に、 通船川通船川 松崎地区松崎地区 「まちの川」「まちの川」 ワークショップワークショップ の成果をもって、 

全 7回参加 （皆勤賞） の 小学生三人組小学生三人組 （牡丹山小学校六年生 植木 ・ 田 辺 ・ 皆川くん） が発表 

してきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二日目の敗者復活戦にそなえて、 夜の懇親会に出席した子どもたちは、 参加者や運営委員に盛 
んにアピール。 復活戦でも、 ポスターを掲げ、 大きな声で 「よろしくお願いしま～す !!!」を 連 
呼しました。 甲斐あってニ票を獲得しましたが、 五票以上の団体が選出され、 ここでも涙を呑 
みました。今後とも通船川・栗ノ木川をかわいがってください。  

新潟土木事務所新潟土木事務所 計画調整課計画調整課 Tel Tel 025-231-8328  ﾒｰﾙﾒｰﾙ  t08105c3@mail.pref.niigata.jp

まちの川三人組 
「川の日」ワークショップに飛び込む 
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